
��環境影響予測の結 果 及 び

環境保 全 措 置 の内 容
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注����「○」は、選 定 し た 調 査 、予 測 の項 目 を示す。

� ��重 要 な地 形 及び地 質 は、対 象 事 業 実 施 区 域 及びそ の周 辺 に重 要 な地 形 及び地 質 が ない こ と か ら 、選 定 し て い ない 。

� ��工 事 の実 施 に係る項 目 （大 気 質 、水 環 境 のう ち 水 質 の水 素 イ オ ン 濃 度 、廃 棄 物 等 ）は、土 地 又 は工 作 物 の存 在 及び

供 用の評 価 項 目 と し て 選 定 し て い ない が 、工 事 の実 施 の際には配 慮 をし なが ら 進め て き て い る。

影響要因の区 分

環 境 要素 の区 分

環 境 影 響 要 因� �� �� � �� �	 
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放流設備 設備形 式 最 大 放流量

利 水放流設備
連 続 サ イ フ ォ ン 式

��� �� （１条）

最 大 放流量
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水位 維 持 用放流設備
ジ ェ ッ ト フ ロ ー ゲ ー ト
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洪 水調 節 用放流設備
高 圧 ス ラ イ ド ゲ ー ト


 � � � � �� � � � � 
	 門�

最 大 放流量

� � � �

·

� �

¸¹ º» ¼½ ¾ ¿

À
Á À À

Â À À À
Â Á À À

Ã À À À
Ã Á À À

Ä À À ÀÅÆ ÇÈ ÉÊË Ì

Í ÅÆ
ÅÎ Æ

Ï ÐÑ Ò ÅÆ ÓÔ Ô È ÉÊË

Ï ÐÑ Ò Å Î ÅÆ ÕÖ Ô Ô È ÉÊË

��������� �� �� �� ���������� �� �� �� � �  ! " #�  ! " #�  ! " #�  ! " # $$$$�  ! % � & ' (�  ! % � & ' (�  ! % � & ' (�  ! % � & ' ( ))))�  ! " #�  ! " #�  ! " #�  ! " # $$$$�  ! % � & ' (�  ! % � & ' (�  ! % � & ' (�  ! % � & ' ( ))))



h× Ø G ÙÚ ± Û ÜÝh× Ø G ÙÚ ± Û ÜÝ Þß àâá ãäÞß àâá ãä

水 位 維 持水 位 維 持 用用放 流 設 備放 流 設 備 （（最 大 放 流 量最 大 放 流 量 200200m3/sm3/s））

洪水調節用洪水調節用洪水調節用洪水調節用洪水調節用洪水調節用洪水調節用洪水調節用放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備 （（（（（（（（最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量 700700m3/sm3/s））））））））

利 水利 水利 水利 水利 水利 水利 水利 水放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備放 流 設 備 （（（（（（（（最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量最 大 放 流 量 1616m3/sm3/s））））））））

��������� �� �� �� � � � � �� � � �� � � �� � � ���������� �� �� �� � � � � �� � � �� � � �� � � � * + (* + (* + (* + (* + (* + (* + (* + (
P.4-3））））



������������������������ 水水水水水水水水環 境環 境環 境環 境環 境環 境環 境環 境 P.4-4））））

項 目 貯 水池 下 流河 川

予 測 範 囲 尾 原 ダ ム 貯 水池 尾 原 ダ ム 直 下 ～大 津

予 測 期 間 様々な流況 を含む近 年�� ヶ年
平 成 �年�月～平 成 ��年�	 月�

予 測 項目 水温 、水の濁り、富 栄 養 化 項目、溶 存 酸 素 水温 、水の濁り、� � �

予 測 手 法 鉛 直 ２次 元 モ デ ル 一 次 元 完 全 混 合 モ デ ル

 , � � - . , � � - . , � � - . , � � - . , � � - . , � � - . , � � - . , � � - .

通 年

○水位 低 下 操 作 時

平 常 時 最 高 貯 水位 →洪 水貯 留 準 備水位

操 作 期 間 は�日を想 定

底 部 取 水

（ � � ��	 � � ）
水位 維 持 用放流設備

底 部 取 水

（ � � ��� � � ）

表 層 取 水

取 水位 置

通 年利 水放流設備

放流設備 運 用

洪 水調 節 用放流設備

通 年

� � � �� � � �� � � �� � � � ����" #" #" #" #� � � �� � � �� � � �� � � � ����" #" #" #" #



 , � � / 0 , � � / 0 , � � / 0 , � � / 0 $$$$ 1 1 1 1 )))) , � � / 0 , � � / 0 , � � / 0 , � � / 0 $$$$ 1 1 1 1 ))))
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環境保全措置環境保全措置環境保全措置環境保全措置をををを検 討検 討検 討検 討 しししし、、、、低 減 措置低 減 措置低 減 措置低 減 措置をををを講講講講じ るじ るじ るじ る環境保全措置環境保全措置環境保全措置環境保全措置をををを検 討検 討検 討検 討 しししし、、、、低 減 措置低 減 措置低 減 措置低 減 措置をををを講講講講じ るじ るじ るじ る
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課題に対し て 以 下 の環 境 保 全 措 置 メ ニ ュ ー につ い て 検 討 し た 。

P.4-6））））

����������������������������������������� � � 	� � � 	� � � 	� � � 	� � � 	� � � 	� � � 	� � � 	

水位維持用放 流設 備 は、壁 立 て構 造 と な っ てお り 、当 施 設 か ら の放 流時

にで き る だ け 上 部 か ら の温 水を放 流さ せ る こ と で 、ダ ム 下 流への冷 水放

流に配 慮 し た 構 造 と な っ てい る 。

取 水 壁

洪水貯留準備水位洪水貯留準備水位 １ ９ ５．５ｍ１ ９ ５．５ｍ

平 常 時 最 高 貯水位平 常 時 最 高 貯水位 ２ ０５．５ｍ２ ０５．５ｍ

水位維 持 放 流設 備取 水高水位維 持 放 流設 備取 水高 １ ９ ０．５ｍ１ ９ ０．５ｍ

水位維 持 放 流設 備敷 高水位維 持 放 流設 備敷 高 １ ６ ２ ．０ｍ１ ６ ２ ．０ｍ

最 低 水位最 低 水位 １ ７ ４ ．０ｍ１ ７ ４ ．０ｍ

表 層 取 水→流入 水温 追 随 （通 年 ）

取 水範 囲 （��� � � � � ～� � 	 � 	 ）

同 上

選 択 取 水設 備 の運 用

水位維持用放 流設 備 取 水高 対 応


温 水放 流の低 減

水位維持用放 流設 備 の取 水高 を

��� � � � � �Ｅ Ｌ � 
 � � 	 へ

?¥ Þ E水位維持用放 流設 備 取 水高 対 応�小 規 模 出 水時 の冷 水放 流の低 減

平 常 時 最 高 貯 水位→洪 水貯 留 準 備

水位への移 行 を５日�� � 日へ
選 択 取 水設 備 の運 用�洪 水貯 留 準 備 水位への低 下 操 作 時

の冷 水放 流低 減

諸 元環 境 保 全 措 置課 題

¥ Þ h× Ø G 
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保全措置保全措置保全措置保全措置をををを実 施実 施実 施実 施 す る こ と によ りす る こ と によ りす る こ と によ りす る こ と によ り 、、、、改 善改 善改 善改 善 がががが図図図図れ たれ たれ たれ た 。。。。保全措置保全措置保全措置保全措置をををを実 施実 施実 施実 施 す る こ と によ りす る こ と によ りす る こ と によ りす る こ と によ り 、、、、改 善改 善改 善改 善 がががが図図図図れ たれ たれ たれ た 。。。。

冬 期冬 期冬 期冬 期 にににに温 水 放 流温 水 放 流温 水 放 流温 水 放 流冬 期冬 期冬 期冬 期 にににに温 水 放 流温 水 放 流温 水 放 流温 水 放 流 と な る がと な る がと な る がと な る が、、、、ダ ムダ ムダ ムダ ム よ りよ りよ りよ りと な る がと な る がと な る がと な る が、、、、ダ ムダ ムダ ムダ ム よ りよ りよ りよ り 約約約約２２２２約約約約２２２２���������������� 下 流下 流下 流下 流 のののの温 泉 地 点温 泉 地 点温 泉 地 点温 泉 地 点 ではではではでは回 復回 復回 復回 復 しししし、、、、現 況現 況現 況現 況 のののの下 流下 流下 流下 流 のののの温 泉 地 点温 泉 地 点温 泉 地 点温 泉 地 点 ではではではでは回 復回 復回 復回 復 しししし、、、、現 況現 況現 況現 況 のののの � �� �� �� �� �� �� �� � カカカカ年 変年 変年 変年 変カカカカ年 変年 変年 変年 変

動 幅動 幅動 幅動 幅 にににに収収収収ま る こ と か らま る こ と か らま る こ と か らま る こ と か ら 、、、、影 響影 響影 響影 響 はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。動 幅動 幅動 幅動 幅 にににに収収収収ま る こ と か らま る こ と か らま る こ と か らま る こ と か ら 、、、、影 響影 響影 響影 響 はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。
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貯水位低 下 操 作 時
の冷 水放 流が改 善

小 規 模 出 水時 の冷 水放
流が改 善
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秋 期 の温 水放 流が改 善

放流水放流水放流水放流水

冬 期 の温 水放 流は改 善
さ れ る も のの、��カ年 変
動 幅 に収ま ら な い
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全地 点全地 点全地 点全地 点 でででで概概概概ねねねね過 去過 去過 去過 去全地 点全地 点全地 点全地 点 でででで概概概概ねねねね過 去過 去過 去過 去 � �� �� �� �� �� �� �� � 年 間年 間年 間年 間 のののの変 動 幅変 動 幅変 動 幅変 動 幅 にににに収収収収ま るま るま るま る年 間年 間年 間年 間 のののの変 動 幅変 動 幅変 動 幅変 動 幅 にににに収収収収ま るま るま るま る 。。。。。。。。
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放流水放流水放流水放流水

貯水池貯水池貯水池貯水池で はで はで はで は、、、、建 設 前建 設 前建 設 前建 設 前 にににに比比比比べべべべ、、、、貯水池貯水池貯水池貯水池で はで はで はで は、、、、建 設 前建 設 前建 設 前建 設 前 にににに比比比比べべべべ、、、、洪 水直 後洪 水直 後洪 水直 後洪 水直 後 にお い てにお い てにお い てにお い て 現 状現 状現 状現 状 よ り もよ り もよ り もよ り も洪 水直 後洪 水直 後洪 水直 後洪 水直 後 にお い てにお い てにお い てにお い て 現 状現 状現 状現 状 よ り もよ り もよ り もよ り も 濁水長 期 化濁水長 期 化濁水長 期 化濁水長 期 化 のののの傾 向傾 向傾 向傾 向 がががが濁水長 期 化濁水長 期 化濁水長 期 化濁水長 期 化 のののの傾 向傾 向傾 向傾 向 がががが
見見見見ら れ る がら れ る がら れ る がら れ る が、、、、環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値 （（（（見見見見ら れ る がら れ る がら れ る がら れ る が、、、、環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値 （（（（25mg/L25mg/L））））超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数 のののの変 化変 化変 化変 化 はははは見見見見ら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か ら 、、、、土 砂土 砂土 砂土 砂 にににに））））超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数 のののの変 化変 化変 化変 化 はははは見見見見ら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か ら 、、、、土 砂土 砂土 砂土 砂 にににに
よ るよ るよ るよ る 濁濁濁濁り のり のり のり の影 響影 響影 響影 響 はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。よ るよ るよ るよ る 濁濁濁濁り のり のり のり の影 響影 響影 響影 響 はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。
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建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後 でででで大大大大き なき なき なき な 変 化変 化変 化変 化 はな くはな くはな くはな く 、、、、濁水 長 期 化濁水 長 期 化濁水 長 期 化濁水 長 期 化 のののの傾 向傾 向傾 向傾 向 はははは見見見見ら れ な いら れ な いら れ な いら れ な い 。。。。建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後 でででで大大大大き なき なき なき な 変 化変 化変 化変 化 はな くはな くはな くはな く 、、、、濁水 長 期 化濁水 長 期 化濁水 長 期 化濁水 長 期 化 のののの傾 向傾 向傾 向傾 向 はははは見見見見ら れ な いら れ な いら れ な いら れ な い 。。。。

ま たま たま たま た 、、、、環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値 （（（（ま たま たま たま た 、、、、環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値環 境 基 準 値 （（（（ � � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	� � �� � 	 ））））超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数 のののの変 化変 化変 化変 化 もももも見見見見ら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か ら 、、、、土 砂土 砂土 砂土 砂 によ るによ るによ るによ る 濁濁濁濁り のり のり のり の影 響影 響影 響影 響））））超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数超 過 日 数 のののの変 化変 化変 化変 化 もももも見見見見ら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か らら れ な い こ と か ら 、、、、土 砂土 砂土 砂土 砂 によ るによ るによ るによ る 濁濁濁濁り のり のり のり の影 響影 響影 響影 響
はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る 。。。。
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基準基準基準基準ではではではでは中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下 にににに区 分区 分区 分区 分 さ れさ れさ れさ れ 、、、、富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象 のののの可 能 性可 能 性可 能 性可 能 性 はははは少少少少な い とな い とな い とな い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る。。。。基準基準基準基準ではではではでは中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下中 栄 養 以 下 にににに区 分区 分区 分区 分 さ れさ れさ れさ れ 、、、、富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象富 栄 養 化 現 象 のののの可 能 性可 能 性可 能 性可 能 性 はははは少少少少な い とな い とな い とな い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る。。。。
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環境基準値環境基準値環境基準値環境基準値

�������������������� 以 下以 下以 下以 下

環境基準値環境基準値環境基準値環境基準値
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温泉温泉温泉温泉
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各 地 点各 地 点各 地 点各 地 点 でででで概概概概ねねねね環 境 基準値環 境 基準値環 境 基準値環 境 基準値 をををを下 回下 回下 回下 回 っ て い るっ て い るっ て い るっ て い る。。。。ま たま たま たま た 、、、、建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後 でででで大大大大き なき なき なき な 変 化変 化変 化変 化 はな くはな くはな くはな く 、、、、影影影影各 地 点各 地 点各 地 点各 地 点 でででで概概概概ねねねね環 境 基準値環 境 基準値環 境 基準値環 境 基準値 をををを下 回下 回下 回下 回 っ て い るっ て い るっ て い るっ て い る。。。。ま たま たま たま た 、、、、建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後建 設 前 後 でででで大大大大き なき なき なき な 変 化変 化変 化変 化 はな くはな くはな くはな く 、、、、影影影影

響響響響はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る。。。。響響響響はははは小小小小さ い とさ い とさ い とさ い と 考考考考え ら れ るえ ら れ るえ ら れ るえ ら れ る。。。。
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ダ ム サ イ トダ ム サ イ トダ ム サ イ トダ ム サ イ ト 地 点 表 層地 点 表 層地 点 表 層地 点 表 層
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項目 事 業 によ り想 定 され る影響の予 測 環境保 全 措 置

水温 以 下の影響が予 測 され る。
○洪 水貯 留 準 備 水位 への低 下操 作 時 の冷 水放 流
�小規 模 出 水時 の冷 水放 流
○秋 期 ～冬 期 （循 環期 初 期 ）の温 水放 流

・水位 維 持 放 流設 備 取 水高 対 応
�� � �

・選 択 取 水設 備 の運 用

ま た 、温 水放 流の影響が考えら れ るダ ム 直
下～温 泉 地 点 の区 間 につ いて の下流生態
系への影響につ いて 、モ ニ タ リ ン グ 調 査 を実
施する。

土 砂 によ
る水の濁
り

貯 水池 では、建 設 前 に比べ、洪 水直後 にお いて 現
状よ りも 濁水長 期 化 の傾 向 が見ら れ るが、環境基
準 値 （25mg/L）超 過 日 数 の変 化 は見ら れ ないこ と
か ら 、土 砂 によ る濁りの影響は小さいと考えら れ る。

－

富 栄 養 化 貯 水池 予 測 結 果 は� � � � によ る栄 養 度 の区 分 で
中 栄 養 以 下と評 価 され るた め 、富 栄 養 化 現象 の可
能 性 は少ないと考えら れ る。

－

溶 存 酸 素 環境基 準 �� 	 
 � � 
 � 以 上 �を下回 る期 間 はなく影響
は小さいと考えら れ る。 －
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影響はない

生 息 確 認 地 点

の記 録 無 し

既 存 文 献 現 地 調 査

重要 種 の抽 出

生 息 確 認 地 点 有 り

想 定 さ れ る 主 要 な生 息 環 境

確 認 地 点
事 業 計 画

重合せ

主 要 な生 息 環 境 と事 業 計 画 の重ね合わ せ
対 象 種

の生 態

特 性

主 要 な生 息 環 境 が直

接 改 変 区 域 に広 範 囲

に分 布 す る

主 要 な生息 環境が改変 区 域
外に連 続 し て 広範 囲 に分 布
する場 合 又 は確 認 地 点 が改
変 区 域 内 に分 布 し ない場 合

影響は小さ い

主 要 な生 息 環 境 が直接

改 変 区 域 内 又 は影響の

想 定 範 囲 内 に分 布 しない

影響はない

������������������������ 動物動物動物動物動物動物動物動物
O PO PO PO P ����� � ��� � ��� � ��� � ������QQQQRRRR����O PO PO PO P ����� � ��� � ��� � ��� � ������QQQQRRRR����

影響が想 定 さ れ る 影響は小さ い

環 境 保 全 措 置

P.4-15））））

地域的な重 要 性 ・種の生 態 情 報 ・現 地で の確 認

状 況 等 か ら ダ ム 事 業 に よ る 影 響 の有 無 を再 検 討
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予測結 果 概 要

オオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオ〔〔〔〔両 生 類両 生 類両 生 類両 生 類 〕〕〕〕

事 業 の実施に伴い、本種の主 要 な生息 環境と推 定 された 「丘 陵 地か ら 平 野 を流れる区間」、「山

地を流れる区間」、「支 川 」の一 部 が改変され、生息 環境として適さなくなるた め、生息 に影響が及

ぶ可 能 性が考え ら れる。

環境保 全措 置

本種は、「文 化 財 保 護 法 」によ る特 別 天 然 記 念 物 であ るこ と、河 川 域 で食 物 連 鎖 の上 位 に位 置 す

るこ と等か ら 、環境影響を軽 減 するた め、直 接 改変予定 区域 内で確認された 場 合には個 体 を生息

適地へ移植 する。（なお 、工 事 中 の現 在にお いては、今のとこ ろ 確認されていない。）

なお 、移植 に際しては、専 門 家 の指 導 及び助 言 を受け ながら 実施する。

P.4-16））））
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調 査 地 域 周 辺 で確 認 され た
カワ ラ ケ ツ メ イ （���年 度 現 地 調 査 ）

調 査 地 域 周 辺 で確 認 され た ク ワ 類
（���年 度 現 地 調 査 ）

予測結 果 概 要

オオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シ、、、、ツ マ グ ロ キ チ ョウツ マ グ ロ キ チ ョウツ マ グ ロ キ チ ョウツ マ グ ロ キ チ ョウ〔〔〔〔昆虫 類昆虫 類昆虫 類昆虫 類 〕〕〕〕

対象事 業 の実施に伴い、こ れら の種の主 要 な生息 環境と推 定 された 草 地、畑 地雑 草 群 落 の一 部

が改変され、生息 環境として適さなくなるた め、生息 に影響が及ぶ可 能 性が考え ら れる。

しか し、対象種の生息 環境として重要 なク ワ 類（オ オ メ ダ カ ナ ガ カ メ ム シ の食 草 ）、カ ワ ラ ケ ツ メ イ

（ツ マ グロ キ チ ョ ウ の食 草 ）がダ ム 周 辺に多く分 布している。

配 慮 事 項

保 全措 置 は行わ ないが、配 慮 事 項として、上 記 種の生息 状況 及び生息 環境のモニ タ リ ン グ調査

を実施する。

O P ��/0O P ��/0O P ��/0O P ��/0TTTTO P ��/0O P ��/0O P ��/0O P ��/0TTTT
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予測結 果 概 要

ウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミ 、、、、ヒ ロ オビ ミ ド リ シジ ミヒ ロ オビ ミ ド リ シジ ミヒ ロ オビ ミ ド リ シジ ミヒ ロ オビ ミ ド リ シジ ミ 、、、、ウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミ 〔〔〔〔昆虫 類昆虫 類昆虫 類昆虫 類 〕〕〕〕

対象種は、中 国 山地の中 山間地に分 布が限 定 されるこ と、分 布が局 所 的 であ り、島 根 県 では道

路 沿 い、河 川 沿 いにま ば ら に生え ているナ ラ ガ シ ワ か ら 少数 が確認されているにすぎ ない。

以 上 のこ とか ら 、対象種の生息 環境は極めて重要 であ る。

環境保 全措 置

生息 環境であ る落 葉 広葉 樹林 の成 立 を目的 として、食 餌 植 物 であ るナ ラ ガ シ ワ の植 樹を地形改

変法 面 に実施するととも に、モニ タ リ ン グ調査を実施する。

道 路 法 面 に 植 栽 さ れ た ナ ラ ガ シ ワ
（ � � � 年 度 現地 調 査 ）

O P ��/0O P ��/0O P ��/0O P ��/0UUUUO P ��/0O P ��/0O P ��/0O P ��/0UUUU
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予測結 果 概 要

ス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メ 、、、、ス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウ小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型 、、、、カ ジ カカ ジ カカ ジ カカ ジ カ 中 卵 型中 卵 型中 卵 型中 卵 型 、、、、ア カ ザア カ ザア カ ザア カ ザ 〔〔〔〔魚 類魚 類魚 類魚 類 〕〕〕〕

対象種の主 要 な生息 環境の一 部 が改変されるが、改変区域 及びそ の周 辺には広く連 続 して分 布

するこ とか ら 、対象種の生息 は維 持 されると考え ら れる。

ま た 、直 接 改変以 外 の影響（ダ ム 下 流河 川 の流況 の変化 、ダ ム 下 流河 川 の水 質 の変化 ）に伴う

主 要 な生息 環境の変化 は小さいと予測される。

コ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラ 〔〔〔〔底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物 〕〕〕〕

しま ねレ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク にお いて斐 伊 川 は国 内唯 一 の確認地とされてお り、本種を対象とした 調

査を平 成 ��年に実施した が、確認されなか っ た 。

配 慮 事 項

ス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メ 、、、、ス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウ小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型 、、、、カ ジ カカ ジ カカ ジ カカ ジ カ 中 卵 型中 卵 型中 卵 型中 卵 型 、、、、ア カ ザア カ ザア カ ザア カ ザ 〔〔〔〔魚 類魚 類魚 類魚 類 〕〕〕〕

残 存する区間によ り生息 環境は維 持 されると考え ら れるが、不 確実性のあ る項目の変化 の把握

調査として、湛 水 後 の影響（河 床 材 料 の変化 によ る影響）について検 証 するた めモニ タ リ ン グ調査

を実施する。

コ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラ 〔〔〔〔底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物 〕〕〕〕

現 地調査では確認されていないも のの、学 術 的 な重要 性及び不 確実性のあ る項目の変化 の把

握 調査として、モニ タ リ ン グ調査を実施する。
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項目 予 測 結 果 環 境 保 全 措 置 配 慮 事 項

動 物 オオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオオオサンショウウオ〔〔〔〔両 生 類両 生 類両 生 類両 生 類 〕〕〕〕

事 業 の実施に伴い、本 種の主 要 な生

息 環境の一部が改変 され 、生息 環境と

し て 適さなくなるた め 、生息 に影響が及

ぶ可能 性 が考えら れ る。

直接 改変 予 定 区 域 内 で確 認 さ

れ た 場 合 には個 体 を生息 適地

へ移 植 する。 －

オオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シオオメ ダ カ ナ ガ カ メ ム シ、、、、ツ マ グ ロツ マ グ ロツ マ グ ロツ マ グ ロ

キ チ ョウキ チ ョウキ チ ョウキ チ ョウ〔〔〔〔昆虫 類昆虫 類昆虫 類昆虫 類 〕〕〕〕

事 業 の実施に伴い、こ れ ら の種の主 要

な生息 環境と推 定 され た 草 地 、畑 地 雑

草 群 落 の一部が改変 され 、生息 環境と

し て 適さなくなるが、対 象 種の生息 環

境とし て 重 要 なクワクワクワクワ類類類類、 カ ワラ ケ ツ メ イカ ワラ ケ ツ メ イカ ワラ ケ ツ メ イカ ワラ ケ ツ メ イ

がダ ム 周 辺 に多く分 布 する。

－

保 全 措 置 は行わ ず 、配 慮 事

項とし て 、モ ニ タ リ ン グ 調 査

を実施する。

ウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミウス イ ロ オナ ガ シジ ミ 、、、、ヒ ロ オビ ミヒ ロ オビ ミヒ ロ オビ ミヒ ロ オビ ミ

ド リ シジ ミド リ シジ ミド リ シジ ミド リ シジ ミ 、、、、ウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミウラ ジ ロ ミ ド リ シジ ミ 〔〔〔〔昆昆昆昆

虫 類虫 類虫 類虫 類 〕〕〕〕

生息 環境の対 象 事 業 の実施に伴う

改変 は比較 的 狭 い範 囲 に限ら れ るが、

中 国 山 地 の中 山 間 地 に分 布 が限定 さ

れ て いるなど か ら 、当 該 地 域 にお け る

生息 環境は極め て 重 要 であ る。

生息 環境であ る落 葉 広葉 樹

林の成 立 を目 的 とし て 、食餌植

物であ る ナ ラ ガ シ ワナ ラ ガ シ ワナ ラ ガ シ ワナ ラ ガ シ ワの植 樹 を

可能 な限り実施するととも に、

モ ニ タ リ ン グ 調 査 を実施する。
－
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項目 予 測 結 果 環 境 保 全 措 置 配 慮 事 項

動 物 ス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メス ナ ヤ ツ メ 、、、、ス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウス ジ シマ ド ジ ョウ

小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型小 型 種 点 小 型 、、、、カ ジ カカ ジ カカ ジ カカ ジ カ 中 卵 型中 卵 型中 卵 型中 卵 型 、、、、

ア カ ザア カ ザア カ ザア カ ザ 〔〔〔〔魚 類魚 類魚 類魚 類 〕〕〕〕

対 象 種の主 要 な生息 環境の一

部が改変 され るが、改変 区 域 及び

そ の周 辺 には広く連 続 し て 分 布 す

るこ とか ら 、対 象 種の生息 は維 持

され ると考えら れ る。

－

不 確 実性 のあ る項目 の変 化

の把 握 調 査 とし て 、湛 水後 の影

響（ 河 床 材 料 の変 化 によ る影

響）につ いて 検 証 するた め モ ニ

タ リ ン グ 調 査 を実施する。

コ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラコ カ ワ ゲ ラ 〔〔〔〔底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物底 生 動 物 〕〕〕〕

しま ねレ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク にお

いて斐 伊 川 は国 内唯 一 の確

認地とされてお り、本種を対

象とした 調査を平 成 ��年に実

施した が、確認されなか っ た 。

－

現地 調 査 では確 認 され て いな

いも のの、学 術 的 な重 要 性 か ら

モ ニ タ リ ン グ 調 査 を実施する。



影響はない

既存文 献 現 地調査

重要 種の抽 出

対象種の生態 特 性

確認地点 の全て又は

多くが直 接 改変内

に分 布する

確認地点 の一 部 が

影響の想 定 範囲内

に分 布する

確認地点 の全てが

影響の想 定 範囲 外

に分 布する

影響が想 定 される 影響は小さい 影響はない

環境保 全

措 置

確認地点 事 業 計 画
重合せ

確認地点 と事 業 計 画 の重ね合わ せ

確認地点 と調査対象範囲との関 係

近 年の確認地点 の

記 録 が無い
確認地点 が調査対象

範囲内にあ る

������������������������ 植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物植 物
W PW PW PW P ����� � ��� � ��� � ��� � ������QQQQRRRR����W PW PW PW P ����� � ��� � ��� � ��� � ������QQQQRRRR����

�影 響 の想 定 範 囲 内 ：直 接 改 変 区 域 と直 接 改 変 以 外 を含む区 域 。

P.4-22））））
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予測結 果

ヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イ 、、、、オオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サ、、、、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン、、、、カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ、、、、ア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サ、、、、ヒ メ コ ヌヒ メ コ ヌヒ メ コ ヌヒ メ コ ヌ

カ グ サカ グ サカ グ サカ グ サ、、、、エ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネ

対象事 業 の実施に伴うダ ム 堤 体 、 貯 水 池 等の出 現 によ り、事 業 実施区域 及びそ の周 辺に生育

する生育 個 体 のう ち 、全てま た は多くが 消 失 するた め、生育に影響が及ぶ可 能 性が考え ら れる。

W P ��/0W P ��/0W P ��/0W P ��/0SSSSW P ��/0W P ��/0W P ��/0W P ��/0SSSS$$$$� �� �� �� � � � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z ))))$$$$� �� �� �� � � � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z� � 8 9 X Y Z ))))

環境保 全措 置

直 接 改変の影響を受け る個 体 を、事 業 実施区域 及びそ の周 辺の生育適地に移植 又は種子 散

布（環境保 全措 置 ）を実施するととも に、移植 後 のモニ タ リ ン グを行う。

・ ヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イ 、 ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン、 カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ、 ア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サア キ ノ ハ ハ コ グ サについては � � � 年度に移

植 実施済 み

・ カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ及び ヒ メ コ ヌ カ グ サヒ メ コ ヌ カ グ サヒ メ コ ヌ カ グ サヒ メ コ ヌ カ グ サは来 春 再 調査実施

・オオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サオオア カ ウキ ク サ、 エ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネ については、現 地で確認 作 業 を行っ た が確認で き なか っ た 。

ヤ シ ャ ゼ ン マ イ の移 植 実 施 状 況

《 重 要 な植 物種の移 植 の考え方》
・移 植 先 は、「 対 象 種の生態 特 性 」と「生育 個 体 の確 認 地 点 の環
境」を勘 案 し て 選 定 。
・移 植 実施時 期 は、対 象 種の生態 特 性 を勘 案 し て 設 定 。
・移 植 先 の環境の攪 乱 を避け るた め 、�カ所に多くの個 体 を移 植
し ないよ う配 慮 。
・移 植 後 の個 体 の生育 状況 をモ ニ タ リ ン グ 調 査 で監 視 する。



P.4-24））））
予測結 果

ヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イ 、、、、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン

ダ ム 下 流河 川 では、対象種の生育環境か ら みて、生育地点 は平 水 流 量 時 の水 位 付 近 と考え ら

れ、事 業 の実施によ り流況 が安 定 し、冠水 頻 度が変化 するこ とによ る生育環境の変化 が想定 さ

れる。しか し、冠 水 頻 度は大き く変わ ら ないと予測されるこ とか ら 、対象種への影響は小さく、生

育は維 持 されると考え ら れる。

W P ��/0W P ��/0W P ��/0W P ��/0TTTTW P ��/0W P ��/0W P ��/0W P ��/0TTTT$$$$� �� �� �� � ; � < =; � < =; � < =; � < = ))))$$$$� �� �� �� � ; � < =; � < =; � < =; � < = ))))

配 慮 事 項

ヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イヤ シャ ゼ ンマ イ 、、、、ナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ンナ ガ ミ ノ ツ ル キ ケ マ ン

冠水 頻 度は大き く変わ ら ないこ とか ら 、生育は維 持 されると考え ら れるが、不 確実性のあ る項

目の変化 の把握 調査として、湛 水 後 の影響（冠 水 頻 度の変化 によ る影響）について検 証 するた

めモニ タ リ ン グ調査を実施する。
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項目 予 測 結 果 環 境 保 全 措 置 配 慮 事 項

植 物 ヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイ、、、、オ オ アオ オ アオ オ アオ オ ア

カ ウ キ ク サカ ウ キ ク サカ ウ キ ク サカ ウ キ ク サ、、、、ナ ガ ミ ノ ツナ ガ ミ ノ ツナ ガ ミ ノ ツナ ガ ミ ノ ツ

ル キ ケ マンル キ ケ マンル キ ケ マンル キ ケ マン、、、、カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ 、、、、

ア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサ、、、、ヒ メヒ メヒ メヒ メ

コ ヌ カ グサコ ヌ カ グサコ ヌ カ グサコ ヌ カ グサ、、、、エ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネエ ビ ネ

事 業 の実施によ り、生育

地の全てま た は多くが改変

されるた め、生育に影響が

及ぶ可 能 性が考え ら れる。

直 接 改変の影響を受け る個 体

を、事 業 実施区域 及びそ の周 辺

の生育適地に移植 又は種 子 散

布（環境保 全措 置 ）を実施すると

とも に、移植 後 のモニ タ リ ン グを

行う。

・・・・ヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイ、、、、ナ ガ ミ ノナ ガ ミ ノナ ガ ミ ノナ ガ ミ ノ

ツ ル キ ケ マンツ ル キ ケ マンツ ル キ ケ マンツ ル キ ケ マン、、、、カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ 、、、、

ア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサア キ ノ ハ ハ コ グサは� � � 年 度

に移 植済 。

・・・・カ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウカ ノ コ ソ ウ 、、、、ヒ メ コ ヌ カヒ メ コ ヌ カヒ メ コ ヌ カヒ メ コ ヌ カ ググググ

ササササにつ い て は来 春 再 調 査 実 施 。

－
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項目 予 測 結 果 環 境 保 全 措 置 配 慮 事 項

植 物 ヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイヤシャゼンマイ、、、、ナ ガ ミナ ガ ミナ ガ ミナ ガ ミ

ノ ツ ル キ ケ マンノ ツ ル キ ケ マンノ ツ ル キ ケ マンノ ツ ル キ ケ マン

冠水 頻 度は大き く変わ ら

ないこ とか ら 、生育は維 持 さ

れると考え ら れる。
－

不 確実性のあ る項目

の変化 の把握 調査とし

て、湛 水 後 の影響（冠

水 頻 度の変化 によ る影

響、樹林 の伐 開等によ

る影響）について検 証

するた めモニ タ リ ン グ調

査を実施する。



������������������������ 生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系生 態 系
��/0��/0��/0��/0$$$$[ \ ][ \ ][ \ ][ \ ] ))))��/0��/0��/0��/0$$$$[ \ ][ \ ][ \ ][ \ ] ))))

予測結 果

上 位 性 注 目 種上 位 性 注 目 種上 位 性 注 目 種上 位 性 注 目 種 ：：：：ク マ タ カク マ タ カク マ タ カク マ タ カ

・事 業 計 画 と行 動 圏 が重複 する�つがいを対象に、「行動 圏 の改変」と「狩りに適した 環境の改変」、

「営 巣 に適した 環境の改変」の観点 か ら 検 討 。

・行動 圏 （コ ア エ リ ア ）の改変 割 合

�つがい；約� � � 	 ％（改変区域 と行 動 圏 の重ね合わ せ）

・改変の割 合は比 較 的 高 いが、狩りに適した 環境や営 巣 に適した 環境は行動 圏 （コ ア エ リ ア ）内に

広く分 布してお り、そ の多くが残 存する。

・既存ダ ム では、行動 圏 を 横 断 する形で貯 水 池 が存在しても つがいが生息 し 繁 殖 活 動 を 継 続 してい

る事 例 が複 数 確認されている。

・Ｃつがいについては、「希 少生物 調査対策 専 門 委 員 会 」の指 導 のも とで工 事 を実施し、工 事 が最

盛 期 の� �
 年繁 殖 シ ー ズ ン にお いても 繁 殖 は成 功 している。

配 慮 事 項

今後 も つがいは生息 し、 繁 殖 活 動 は継 続 するも のと考え ら れるが、上 位 性注 目種の ク マ タ カク マ タ カク マ タ カク マ タ カ に影

響が生じ た 場 合、生態 系 に及 ぼ す影響が大き いた め、環境配 慮 事 項として、�つがい及び 隣 接 つ

がいとして�、�、
つがいの繁 殖 状況 についてモニ タ リ ン グを実施する。

P.4-27））））
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配 慮 事 項

残 存する エ リ ア によ り 典 型 性は維 持 されると考え ら れるが、不 確実性のあ る項目の変化 の把握

調査として、事 業 によ る影響の 有 無及び 程 度を把握 し、湛 水 後 の影響について検 証 するた めモニ

タ リ ン グ調査を実施する。

予測結 果

山地に パ ッ チ 状に 混 在する樹林 地

耕 作 地等

� 貯 水 池 等によ り一 部 が改変されるととも に、「山地に パ ッ チ 状に 混 在する樹林 地」では、改

変部 縁 辺の環境が変化 する可 能 性があ る。

⇒「山地に パ ッ チ 状に 混 在する樹林 地」

改変 エ リ ア 約４．３％

⇒「耕 作 地等」

改変 エ リ ア 約０．８％
� （改変区域 と想定 環境区分 の重ね合わ せ）

�しか し、 消 失 ま た は環境変化 の可 能 性があ る範囲はご く一 部 であ り、周 辺には同 様 の環
境が影響を受け るこ となく残 存する。ま た 、残 存する エ リ ア が大き く分 割 されるこ とはない 。
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予 測 結 果

丘陵地か ら 平 野 を流れ る 区 間 （指 標 種 ：ム ギ ツ ク 、ス ジ シ マ ド ジ ョ ウ 小 型 種 点 小 型 、カ ジ カ 中 卵 型 ）

・直 接 改 変 の影 響 は受け な い

⇒生息 ・生育 す る 生物 群 集 で表 現 さ れ る 典 型 性 は維 持 さ れ る と考え ら れ る 。

山 地を流れ る 区 間 （指 標 種 ：シ マ ド ジ ョ ウ 、ス ナ ヤ ツ メ 、ア カ ザ ）

・ダ ム の堤 体 、貯 水 池 等 によ り 一 部 の区 間 が消 失 し、ダ ム 堤 体 、貯 水 池 を挟ん でそ の上 流側 と下 流側

に分 断 さ れ る が、ダ ム 下 流に残 存 す る 本 区 間 ではま とま っ た 生息 ・生育 環 境 が残 存 す る 。

・��月～�� 月に温 水 放 流が予 測 さ れ て い る が、そ の期 間 に産 卵 期 にあ た るのは、ア ユ 、ヤ マ メ であ る。

ア ユ の産 卵 場 は河 川 の中 下流域 であ り、ま た ヤ マ メ は、「山 地 を流れ る区 間 」や「支 川 」で調 査 を行っ た が、

こ れ ま で１地 点 のみ の確 認 であ り、斐 伊 川 が主 要 な生息 環境ではないと考え ら れ 、温 水 放 流の影 響 は

少な い と考え ら れ る 。

支 川 （指 標 種 ：カ ワ ヨ シ ノ ボ リ 、タ カ ハ ヤ ）

・一 部 の区 間 が消 失 す る が、消 失 す る 区 間 は支 川 の最 下 流部 であ り 、そ の上 流に生息 ・生育 環 境 が

残 存 し、か つ 残 存 す る 区 間 の分 断 は生じ な い 。

配 慮 事 項

残 存する エ リ ア によ り 典 型 性は維 持 されると考え ら れるが、不 確実性のあ る項目の変化 の把握 調

査として、事 業 によ る影響の 有 無及び 程 度を把握 し、湛 水 後 の影響について検 証 するた めモニ タ リ ン

グ調査を実施する。
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項 目項 目項 目項 目 予 測 結 果予 測 結 果予 測 結 果予 測 結 果 環 境 保 全 措 置環 境 保 全 措 置環 境 保 全 措 置環 境 保 全 措 置 配 慮 事 項配 慮 事 項配 慮 事 項配 慮 事 項

上 位 性上 位 性上 位 性上 位 性 行動 圏 と事 業 実施区域 が重複

する�つがいは、長期 的 にはつ

がいは生息 し、 繁 殖 活 動 は 継 続

すると考え ら れる。
－

上 位 性注 目種の ク マ タ カク マ タ カク マ タ カク マ タ カ に影響

が生じ た 場 合、生態 系 に及ぼ す影

響が大き いた め、環境配 慮 事 項と

して、�つがい及び 隣 接 つがいと

して�、�、
つがいの繁 殖 状況 に

ついてモニ タ リ ン グを実施する。

陸 域 典陸 域 典陸 域 典陸 域 典

型 性型 性型 性型 性

「山地に パ ッ チ 状に 混 在する樹

林 地」と「耕 作 地等」の消 失 ま た

は環境変化 の可 能 性があ る範囲

は一 部 であ り、周 辺には残 存す

る エ リ ア が広く分 布するこ とか ら 、

残 存する エ リ ア によ り 典 型 性は

維 持 されると考え ら れる。

－

不 確実性のあ る項目の変化 の把

握 調査として、事 業 によ る影響の

有 無及び 程 度を把握 し、湛 水 後 の

影響について検 証 するた めモニ タ

リ ン グ調査を実施する。

河 川 域河 川 域河 川 域河 川 域

典 型 性典 型 性典 型 性典 型 性

「丘 陵 地か ら 平 野 を流れる区

間」、「支 川 」では、改変の影響は

少なく、 典 型 性は維 持 されると考

え ら れる。ま た 、「山地を流れる

区間」は、ダ ム 下 流に残 存する本

区間では生息 ・生育環境が残 存

するこ とか ら 典 型 性は維 持 される

と考え ら れる。

－

不 確実性のあ る項目の変化 の

把握 調査として、事 業 によ る影響

の有 無及び 程 度を把握 し、湛 水 後

の影響について検 証 するた めモ

ニ タ リ ン グ調査を実施する。

P.4-30））））
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建設発生土処理場建設発生土処理場建設発生土処理場建設発生土処理場 ������������

建設発生土処理場建設発生土処理場建設発生土処理場建設発生土処理場 � ��� ��� ��� �� ����

三 沢 城 跡 か ら 東 北 東 方向 の眺 望 景 観 （予 測 結 果 ）

P.4-31））））

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞：＞：＞：＞：三 沢 城 跡三 沢 城 跡三 沢 城 跡三 沢 城 跡 （（（（東 北 東 方 向東 北 東 方 向東 北 東 方 向東 北 東 方 向 ））））

三沢 城 跡か ら 東北東に 視 界 が開 け てお り、弥

山、 仏 経 山及び 旅 伏 山を 眺 望 するこ とがで き る。

三沢 城 跡の東北東には建 設 発 生 土 処 理 場 が

あ り、 建 設 発 生土 処 理 場 の 視 角 の長辺は�� � 度、

短 辺は� � � 度であ り、線状に認識で き 、 眺 望 景

観の変化 は小さいと予測されるた め影響は小

さいと考え ら れる。

�

三 沢 城 跡 か ら 北 北 西 方 向 の眺 望 景 観 （予 測 結 果 ）

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞：＞：＞：＞：三 沢 城 跡三 沢 城 跡三 沢 城 跡三 沢 城 跡 （（（（北 北 西 方 向北 北 西 方 向北 北 西 方 向北 北 西 方 向 ））））

三沢 城 跡か ら 北北西 に 視 界 が開 け てお り、三

郡 山、 城 山及び 王 峰 山を 眺 望 でき る。三沢 城

跡の北北西 にはダ ム の堤 体 が存在するが、見

るこ とは出 来 ないと予測されるた め、影響はな

いと考え ら れる。

������������������������ 景 観景 観景 観景 観景 観景 観景 観景 観
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＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞：＞：＞：＞：船 通 山船 通 山船 通 山船 通 山

船 通 山山頂 か ら 西 北西 方 向 に 視 界 が開け て

お り、大江 高 山、三瓶 山、 男 三瓶 山、要 害 山、

王 院 山、 鼻 高 山、 仏 経 山、 城 山、三郡 山及び大

平 山を 眺 望 するこ とがで き る。 船 通 山の西 北西

には対象事 業 実施区域 が存在し、 付 替 道路 を

見るこ とがあ り、 付 替 道路 の視 角 は長辺、 短 辺

とも に � � � 度未 満 であ り、点 状にのみ認識で き 、

眺 望 景 観の変化 は小さいと予測されるた め、

影響は小さいと考え ら れる。

�

船 通 山 か ら 西 北 西 方 向 の眺 望 景 観 （予 測 結 果 ）

付替道路付替道路付替道路付替道路（（（（切 土 面切 土 面切 土 面切 土 面 、、、、点 状点 状点 状点 状 にににに����つつつつ、、、、

横横横横にににに並並並並ん でん でん でん で 見見見見え るえ るえ るえ る ）））） ＜＜＜＜ � � �� � �� � �� � � ����

付替道路付替道路付替道路付替道路

（（（（切 土 面切 土 面切 土 面切 土 面 、、、、点 状点 状点 状点 状

にににに����つつつつ、、、、 横横横横にににに並並並並

ん でん でん でん で 見見見見え るえ るえ るえ る ））））

＜＜＜＜ � � �� � �� � �� � � ����

�

吾 妻 山 か ら 北 北 西 方 向 の眺 望 景 観 （予 測 結 果 ）

付替道路付替道路付替道路付替道路（（（（切 土 面切 土 面切 土 面切 土 面 、、、、点 状点 状点 状点 状 にににに����つつつつ、、、、

横横横横にににに並並並並ん でん でん でん で 見見見見え るえ るえ るえ る ）））） ＜＜＜＜ � � �� � �� � �� � � ����

付替道路付替道路付替道路付替道路

（（（（切 土 面切 土 面切 土 面切 土 面 、、、、点 状点 状点 状点 状 にににに����つつつつ、、、、

横横横横にににに並並並並ん でん でん でん で 見見見見え るえ るえ るえ る ））））

＜＜＜＜ � � �� � �� � �� � � ����

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞：＞：＞：＞：吾 妻 山吾 妻 山吾 妻 山吾 妻 山

吾 妻 山か ら 北北西 方 向 に 視 界 が開け てお り、

鼻 高 山、 仏 経 山、 城 平 山、要 害 山、大平 山、朝

日 山、 空 山及び三郡 山を 眺 望 するこ とがで き る。

吾 妻 山の北北西 には対象事 業 実施区域 が存

在し、 付 替 道路 があ り、 付 替 道路 の 視 角 は長

辺、 短 辺とも に � � � 度未 満 であ り、点 状にのみ認

識で き 、 眺 望 景 観の変化 は小さいと予測される

た め、影響は小さいと考え ら れる。
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�

栃 山 か ら 北 東 方 向 の眺 望 景 観 （予 測 結 果 ）

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞：＞：＞：＞：栃 山栃 山栃 山栃 山

栃 山か ら 北東方 向 に 視 界 が開け てお り、 空 山、

京 羅 木 山及び 岩 伏 山を 眺 望 でき る。 栃 山の北

東には対象事 業 実施区域 が存在するが、ダ ム

の堤 体 、 貯 水 池 等は見るこ とが出 来 ないと予

測されるた め、影響はないと考え ら れる

² ³² ³



項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等環 境 保 全 措 置 等

景 観景 観景 観景 観 ＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 点眺 望 点眺 望 点眺 望 点 ＞＞＞＞

事業計画と主 要 な眺 望 点 の分 布 を重ね合わ せ

た結果、主 要 な眺 望 点 は改 変 さ れ ない と予 測 さ れ

る こ とか ら、影 響 はない と考え られ る 。

＜＜＜＜景 観 資 源景 観 資 源景 観 資 源景 観 資 源 ＞＞＞＞

事業計画と景 観 資 源 の分 布 を重ね合わ せ た結

果、景 観 資 源 は改 変 さ れ ない と予 測 さ れ る こ とか

ら、影 響 はない と考え られ る 。

＜＜＜＜主 要主 要主 要主 要 なななな眺 望 景 観眺 望 景 観眺 望 景 観眺 望 景 観 ����

事業に よ る 主 要 な眺 望 景 観 の変 化 はない 、ま た

は小さ い と予 測 さ れ る ため 、影 響 はない 、ま たは

小さ い と考え られ る 。

－
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��������������������������������人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とのとのとのとの触触触触れれれれ合合合合い のい のい のい の活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場

項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全

措 置 等措 置 等措 置 等措 置 等地 点地 点地 点地 点

人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とととと

のののの触触触触れれれれ合合合合いいいい

のののの活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場

・・・・日 登 魚 道 公 園日 登 魚 道 公 園日 登 魚 道 公 園日 登 魚 道 公 園

・・・・斐 伊 川 神 立 河 川斐 伊 川 神 立 河 川斐 伊 川 神 立 河 川斐 伊 川 神 立 河 川

公 園公 園公 園公 園

（（（（親 水 性親 水 性親 水 性親 水 性 の あ るの あ るの あ るの あ る 活 動活 動活 動活 動

がががが確 認確 認確 認確 認 さ れ たさ れ たさ れ たさ れ た 地 点地 点地 点地 点 ））））

＜＜＜＜改 変改 変改 変改 変 のののの程 度程 度程 度程 度 ＞＞＞＞

対象事 業 実施区域 か ら 離れてお り、改変は生じない

と予測され、影響はないと考え ら れる。

＜＜＜＜利 用 性利 用 性利 用 性利 用 性 のののの変 化変 化変 化変 化 ＞＞＞＞

利 用 面 積 ：対象事 業 実施区域 か ら 離れているた め、

変化 は生じないと予測され、影響はないと考え ら れる。

ア ク セ ス 性：主 要 な ア ク セ ス ル ー ト であ る一 般 国 道

� �� 号は、予測開始 時 期 にお いて既に 完 成 している

た め、 ア ク セ ス 性に変化 は生じないと予測され、影響

はないと考え ら れる。

＜＜＜＜快 適 性快 適 性快 適 性快 適 性 のののの変 化変 化変 化変 化 ＞＞＞＞

近 傍 の風 景 ：対象事 業 実施区域 か ら 離れてお り、影

響要 因 を見るこ とはで き ないた め、変化 は生じないと

予測され、影響はないと考え ら れる。

水 質 ：水 環境に係る予測結 果 か ら 、変化 は小さいと

予測され、影響は小さいと考え ら れる。

水 位 ：ダ ム の運 用 計 画 よ り、変化 は小さいと予測され、

影響は小さいと考え ら れる。

－
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項目項目項目項目 予 測予 測予 測予 測 のののの結 果結 果結 果結 果 環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全環 境 保 全

措 置 等措 置 等措 置 等措 置 等地 点地 点地 点地 点

人人人人とととと自 然自 然自 然自 然 とととと

のののの触触触触れれれれ合合合合いいいい

のののの活 動活 動活 動活 動 のののの場場場場

・・・・・・・・斐 伊 川 堤 防 桜 並 木斐 伊 川 堤 防 桜 並 木斐 伊 川 堤 防 桜 並 木斐 伊 川 堤 防 桜 並 木

・・・・下 熊 谷 運 動 公 園下 熊 谷 運 動 公 園下 熊 谷 運 動 公 園下 熊 谷 運 動 公 園

（（（（親 水 性親 水 性親 水 性親 水 性 の あ るの あ るの あ るの あ る 活 動活 動活 動活 動 がががが

確 認確 認確 認確 認 さ れ な か っ たさ れ な か っ たさ れ な か っ たさ れ な か っ た 地 点地 点地 点地 点 ））））

＜＜＜＜改 変改 変改 変改 変 のののの程 度程 度程 度程 度 ＞＞＞＞

対象事 業 実施区域 か ら 離れてお り、改変は生じな

いと予測され、影響はないと考え ら れる。

＜＜＜＜利 用 性利 用 性利 用 性利 用 性 のののの変 化変 化変 化変 化 ＞＞＞＞

利 用 面 積 ：対象事 業 実施区域 か ら 離れているた め、

変化 は生じないと予測され、影響はないと考え ら

れる。

ア ク セ ス 性：主 要 な ア ク セ ス ル ー ト であ る一 般 国 道

� �� 号は、予測開始 時 期 にお いて既に 完 成 してい

るた め、 ア ク セ ス 性に変化 は生じないと予測され、

影響はないと考え ら れる。

＜＜＜＜快 適 性快 適 性快 適 性快 適 性 のののの変 化変 化変 化変 化 ＞＞＞＞

近 傍 の風 景 ：対象事 業 実施区域 か ら 離れてお り、

影響要 因 を見るこ とはで き ないた め、変化 は生じ

ないと予測され、影響はないと考え ら れる。

水 質 ：親 水 性のあ る 活 動 は行わ れないた め、水 質

に係る変化 の影響はないと考え ら れる。

水 位 ：親 水 性のあ る 活 動 は行わ れないた め、水 位

に係る変化 の影響はないと考え ら れる。
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